
別紙１

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

③地区内における70才以上の農業者の耕作面積の合計 13.79ｈａ

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

7.96ｈａ

0.4ｈａ

直近の更新年月日市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日

・現役や担い手が新たに農地を求める場合、所有者から貸借を断られる耕作を断念する場合がある。
・若い人が少なく、後継者不足である。
・現在の遊休農地は、狭地や大型機械が入らない圃場が多い。耕作農地においても同様の圃場があり、隣接圃
場を通らないと耕作できない。
・10年後に耕作者不在と予想される農地は、ⅰ(7.96)＋ⅱ(0.4)－④(6)＝2.0㏊。
・土壌のpHが低く石灰物を混ぜて濃度を調整しないと麦等の発育に影響が出る。
・農業の収益が少ないので高収益な新たな園芸品目の導入が必須。

【その他　集落独自の取り組み】
・優良な圃場の維持拡大を図るため、集落一体での農道の拡幅及び延長や圃場の形状整備等の必要な取組を
行うとともに中山間や多面的交付金の活用を検討する。

【農地中間管理機構の活用方針】
・農作業の効率化や貸借契約事務の簡素化を図るため、農地中間管理機構を活用した経営農地の集約化を目指す。
・他地区より入作希望者や法人等の受入れを促進する。

五島市 富江地区（女亀・土取・職人集落） 令和3年3月5日

【災害対策への取組方針】
・台風による水害等への自然災害被害防止のため、水路等の清掃等に取り組む。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

・中心経営体である認定農業者の外、他地区の入作を希望する認定農業者や認定新規就農者、法人等の受入
れを促進する。

（備考）

172.80ｈａ

88.07ｈａ

18.56ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計


